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しずぎんアイデアコンペティション「ジョイントＬＡＢ
ラ ボ

．」の連携事業者を決定 
 

 

静岡銀行（頭取 柴田 久）では、地域経済の活性化に資する連携事業者を募集する「しずぎんアイデア

コンペティション『ジョイント LAB．』」において、応募総数 43 件の事業アイデアのなかから 3 件を決

定しましたので、その概要をご案内します。 

なお、3 つの事業アイデアについては、今後、新たな連携ビジネスの展開に向けて具体的な検討を進め

ていきます。 

 

１．連携事業アイデアについて 

（１）静岡県女性経営者団体「Ａ
あ

・ＮＥ
ね

・ＧＯ
ご

」 <静岡市> 

・事業アイデア／静岡県の女性事業承継者支援のための女性経営者団体「A･NE･GO（Assist 

NExt GO）」の活動 

・事業内容／女性事業承継者特有の課題に対する支援事業 

（２）株式会社世界市場 <東京都品川区> 

・事業アイデア／農産物輸出専用サプライチェーン構築計画 

・事業内容／日本における農家の新たな収益機会につながる輸出サプライチェーンの構築事業 

（３）篠沢亜美 氏 <賀茂郡松崎町> 

・事業アイデア／松崎アーカイブ（MATSUZAKI ARCHIVE） 

・事業内容／松崎町の魅力を映像化し、海外映像製作会社へ発信するフィルムコミッション事業 

 

２．しずぎんアイデアコンペティション「ジョイント LAB．」について 

（１）募集期間／2019 年 12 月 20 日（金）～2020 年 2 月 20 日（木） 

（２）応募資格／静岡銀行との連携事業を希望される法人・個人など 

（３）応募総数／43 件 

（４）審査経緯／静岡銀行役職員などで構成する審査委員会による審査を実施 

①第 1 次審査(書類審査：4 月初旬)／43 件から 6 件に絞り込み 

②第 2 次審査(6 月 25 日)／6 件のプレゼンテーションと質疑応答を実施 

③受賞者 3 件を決定 

（５）目的／静岡銀行と他企業や団体が連携して新たな事業に取り組むことで、地域経済の活性化に努め

るとともに、地域の持続的な成長をめざす 

（６）募集テーマ／地方創生の観点から、静岡銀行と連携して「地域（まち）づくり」「関係人口（ひと）

増加」「産業（しごと）活性化」をめざした事業アイデア 


